
小田井遊水地

小田井遊水地の役割

小田井遊水地は、洪水時に計画的に水を貯めて庄内川の流量を軽減する治水施設です。
面積約４２ha、洪水時には 約１４０万㎥（ナゴヤドーム約０．８杯分）もの水を貯えることができます。
普段は、庄内緑地という公園であり、人々の憩いの空間となっています。

平常時の小田井遊水地

愛知県

41

1

19

23

22

岐阜県

：庄内川流域

小田井遊水地
越流堤

H12.9月 東海豪雨

囲繞堤(いにょうてい)の一部を低くし、
洪水時に遊水地の中に水を引き込むため
の施設。壊れないようにコンクリートでつく
られた堤防

洪水時は閉じておき、
川の水位が下がったら、
遊水地の中の水を川に戻す施設

小田井遊水地

小田井遊水地

越流堤

H12.9月 東海豪雨
昔から庄内川と矢田川が合流するこの地では、右岸側に遊水帯（洪水が氾濫する所）

が自然にでき洪水の勢いを和らげる役割をしていました。
遊水帯のほとんどが農耕地として利用されていましたが、その後庄内川の治水計画の

中で洪水時に計画的に流量を軽減する遊水地と位置付けられ、昭和５３年から用地取
得を行いながら囲繞堤（いにょうてい）の築造に着手し昭和６１年に小田井水門、
昭和６３年から越流堤に着手し平成元年に概成しました。

小田井遊水地の歴史

洪水の時、遊水地に入った水を貯めるため
に遊水地と川の間につくられた堤防

小田井遊水地

昔の小田井遊水地（昭和24年）

出水時（東海豪雨時）の小田井遊水地
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